
編集後記 ２期目の１年間、市議団の政策調整を担当し  

充実した真剣勝負の議会活動を行うことができました。        

果敢な議会質問を心がけ、皆様のお声を福岡市の施策に

かなり反映することができました。政治の良し悪しの基準（も

のさし）は市民生活がどれだけ改善されたか（実績）に尽き

ます。これからも感謝の心でがんばってまいります。      
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福岡市議会議員（東区） 

平成２２年９月議会提案 

「ユニバーサル施策の拡充」が実現！  

平成２３年９月議会提案 

あなたの声をお寄せください！ 

証明書のコンビニ交付／８月からセブンイレブンで開始 

 福岡市は平成２４年８月から、市民

の利便性向上のため、住民票等のコ

ンビニエンスストア（セブンイレブン）の

キオスク端末を活用した証明書自動

交付を開始します。 

 対象となる証明書と交付可能時間

は、「住民票の写し」、「印鑑登録証

明書」が年末年始を除く午前６時半

～午後１１時、「戸籍の証明書」、「戸

籍附票の写し」が平日の午前９時～

午後５時です。 

 交付を受けるには交付手数料５００

円の「住基カード」が必要ですが、８月

から半年間、無料の普及キャンペー

ンが実施されます。        

 また、証明書の交付手数料も区役

所窓口より５０円減額となります。 

 更には、セブンイレブンは全国にあ

ることから、居住する市町村の区域を

越えて「どこでも」証明書を受け取る

ことが可能です。   

 証明書のコンビニ交付については

「市民の利便性向上のため、コンビニ

で住民票などを取れるようにすべき」

との提案（平成２１年１２月 

議会）が実現したものです。 

提案実現： 

 

 

◇証明書のコンビニ交付 

◇安心情報キット配付 

          （１面） 

 

◇市営住宅のバリアフリー 

◇バス停上屋・ベンチ設置 

          （４面） 

平成２４年「春」号 
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 福岡市は今年度から、ひとり暮らし

高齢者や障がい者など地域での見守

り支援が必要な方へ、緊急時や災害

時の万一の備えとなる、「安心情報

キット」（緊急連絡先やかかりつけ医、

服用している薬などの情報を記載す

る用紙と専用容器）を配付します。 

 具体的には、このキットを冷蔵庫に

保管し、冷蔵庫にキットが入っている

ことを示すシールを貼ることによって、

高齢者等が災害や病気で家の中で

倒れて話せない状況でも、かけつけ

た救急隊員等がその情報をもとに迅

速かつ適切な対応を行うことができる

ようになります。 

 安心情報キットの配付については

で、「高齢者等の安心対策として安

心情報キットを配付すべき」との提案

（平成２２年６月議会）が実現したも

のです。 

議会提案が実現 
 証明書のコンビニ交付 
 安心情報キット配付 

Ｐ１ 
 

３月議会質問 
 創業・経営支援強化 
 トライアル発注認定 
 緊急電源対策強化 
 再生可能エネルギー 
 情報バックアップ強化 

Ｐ２ 

公明党市議団実績 
 介護支援ボランティア 
 直営灯のＬＥＤ化 
   

Ｐ３ 

議会提案が実現 
市営住宅のバリアフリー 
バス停上屋べンチ設置 

Ｐ４ 

福岡市議会議員（東区） 

尾花康広 市政報告 
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安心情報キット配付／ひとり暮らし高齢者等の安心対策 
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「創業・経営支援の質の充実」を提案！ 

 『次々と成功する起業相談所』で

知られる富士市産業支援センター（ｆ

‐Ｂｉｚ）の中小企業者へ寄り添う支援

方式を導入し、福岡市の経営相談の

質の充実を図り、成功事例をパブリシ

ティ（マスコミ報道にて公表）する戦略

により、経済波及効果を起こすこと。 

地場中小企業の新商品を市が購

入評価するトライアル発注認定制度

を導入すべきと議会提案しました。 

髙島市長は、「地場中小企業の経

営環境は依然厳しい状況にあると認

識しており、f‐Bizの成功事例も参考に

しながら、創業・経営支援の充実に努

め、トライアル発注認定制度の導入を

検討していく」と答弁しました。 

Page 2 おばな康広通信 

「災害時の緊急電源対策の強化」を提案！ 

 収容避難所となっている小中学校

の太陽発電システムは災害時停電 

とともに一緒にダウンして昼夜共に全く

使えないといった事実を皆様はご存

知でしょうか？理由は自立運転機能

と蓄電機能を備えていないからです。  

 市民の生命を守るため、公民館・小

中学校・病院などの防災拠点・避難

所施設の災害時の緊急電源対策を

強化すべきと議会提案しました。 

 市民局長や教育長は、「防災拠点・

避難所施設の自立運転機能や蓄電

設備、非常用自家発電設備の整備

は、災害時に各施設に求められる機

能を考える中で、関係局と協議し、検

討していく」と答弁しました。 

「再生可能エネルギーの普及の促進」を提案！ 

 福島原発事故を受け、電力の安定

供給等、再生可能エネルギーの普及

の促進が今ほど求められている時は

ありません。公的施設での導入促進

を図るとともに、民間住宅等への普及

阻害要因に言及し、その解決を図る

具体的な議会提案を行いました。 

①太陽光発電設備補助件数の増加 

②屋根補強への助成金の創設 

③米国の『ＰＡＣＥプログラム』の導入 

④『屋根貸し』制度の導入 

⑤神奈川県のような『ソーラーバンク  

システム』の導入 

 環境局長は「①需要に応じて補助

件数の増加に柔軟な対応を行う、②

類似の助成金を整理し関係局と連携

しながら検討する、③有識者会議や

他都市の事例等を参考にしながら本

市の特性や資源を活かした普及促進

の施策を検討する、④国が新設する

制度を踏まえ本市でも検討する、⑤

神奈川県の実績や実施状況を把握し

ながら事業のあり方について検討して

いく」と答弁しました。 

◇ｆ‐Ｂｉｚ方式の導入による  
 経営コンサルティングの  
 質の向上パブリシティ 
 戦略の強化を！ 
 
◇トライアル発注認定制 
 度導入による地場中小 
 企業の新商品の販路 
 開拓支援を！ 
  
◇防災拠点（公民館・小  
 中学校・救急病院等）の 
 災害による停電への 
 備えの強化を！ 
  
◇太陽光発電システム等 
 の再生可能エネルギー 
 普及の促進を！ 
 
◇災害から住民情報等の 
 重要情報を守るバック 
 アップの強化を！ 
 

３月議会 

条例予算特別委員会 

総会質疑（３／２２） 

「重要情報のバックアップ対策の強化」を提案！ 

  東日本大震災では住民情報、税情

報、国保・年金などの福祉情報、教

育情報などが全て喪失し、復旧不可

能という事態が生じました。 

 本市の重要情報（住民記録、戸

籍、税、国民健康保険、年金、学

齢簿等）のバックアップ状況につ

いて確認し、地震等への万全の備

えを行うよう議会提案しました。 

 市民局長は「今後は、災害時に

おける業務継続と早期の行政機能

回復を図るため、クラウドシステ

ムの活用など最新技術の動向を踏

まえながら、バックアップ対策の

強化を検討していく」と答弁しま

した。 

富士市産業支援センター 

   （ｆ‐Ｂｉｚ）視察調査 

「高齢者の社会参加・介護予防システム」が実現！ 
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「省エネ対策として直営灯のＬＥＤ化」が実現！  
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